
キ ク の 育 種 に 関 す る 研 究 (第 1報)

キクの花色とそれを構成する主要色素およびその巌的関係

水 谷 信 雄 * 

Ⅰ 緒 口

一般に化合物の UVスペク トルは,それを適当な溶剤にとかして測定されるのが普通であり,ア

htaiefliar dt

tnsgihters,owThcC softeCh mum Fl eMan Pime

mp gt m adTh rMu lQ

he

tua

oMI

ie

trysan

Nbou

n


h


he

loor

iosnCo ip.i hons一tea

hiert tns,

fhahahetat tonenitaroeno

h iocyan

hte

ncreas

i

ht


tn

eca

er,


n


h


lower

n

itaroeno


as


lleo

itaroeno

itcaroeno

h


in


t

o

Ⅰ

obec dada n; 

2)They w f sb mee rdee

fc d; 

3)P korr

dada

ntec eoftelatt ei eofc dc ,r rt nt to

, 

dounererlowheh trysanloor
h
in
ittu
tOSn gtec sofc mum f sw ef

dn 

i

h iocyan

ah

treoveran,

li
hw
dasure, eattesmetme

Mo na

angloweftu rarr me

t tonenhindepen
lleo
ihg
porl ty wd gontec

yeronzlihwh iocyann,tn eb eorrdb

slooeasedvers1le,ironzeilspa
h
t
lan resu,


il dspaye.
 

htan

d

∝y sinted yofb ,wh nana ec ,rdc ri

dme

hierlihtglelowerronznehh i tocyann,tn


teng


ea


av


h


ivtrespec

Attep kofa erdadb ef sdiffrs ylnt

ew el

utitisass

al iteas,

te

lowe

erenc

now

res

r

tpecr

loo

tac

io

ln

b tsorp

lloow

er


asure

h

tn


db rdiff rrc sw eme yac eme . 

h


dc sw eq

loor er

t tonen

ef gf ekltt n:esusar swe,

iasurn

li g

)Byme gtea ns aoff hf rp twsc

h

itcaroeno

A

SCtemanp me

hie

1

t

mhetrysansontebree gofCh mu

mo m RAM.(1) 

indhiedtuS

bul leary,noolooerencuc
o
aus
Thec efrs hadiff eofc risntk wnc

ivittatuan eR

olower

t tsrac 

heh trysan

Ab

iszg me ec mum f sfrcium-d
yu

b tasorp res altealowens aoff h f rp swsmetpecr

lsn

io

B

lNATUZ

l dnayze.i lveittatuan ya

si yasb

d.l iavono

iu
flo
ir


ittnaol-pgouuchtats hi et me nbyfsd oc

erlowloolpurp
-
de ec roff

h iocyann.tn

hs. 

)tureilcutor･o
Lba
*園芸学研究室 ( fH

え .′′ 



1971

ントチアンは塩酸酸性溶剤で抽出しスペクトル測定がなされてきた｡ 

)(近 畿 大 学 農 学 部 紀 要 第 4号 

l･2)や三井 3Bayer igenune)らは最近,酸をもちいない中性有機溶剤にて ァントチアンの抽出,

分離に成功しヤダルマギクか ら ,ツユクサから mme

ァントチアンが植物体に含まれる原型であるか否かは疑問である｡ その解明の一手段

iinnlCoP itroocyann を得ている｡ しかしそ

の igenune

として生花弁の吸収スペクトルの測定が試みられたが,ここではその生花弁の吸収スペクトルの測

定をキク花色を構成する主要色素の解明に応用 した｡ 

Ⅱ 実 験 材 料 お よ び 方 法 

品種の切花用中輸ギクを用い開花時 

チパーパス自記分光光度計でそれ らの吸収スペクトルを測定 した｡ さらにまた,花色を色差計で測

53 (外側の花弁が水平になった時)の花弁を数枚とり,マル

定 し H

赤),B群 (自⇔桃⇔赤紫),C群 (自⇔黄)の 3群をつ くり,各群について色差計による a,b値

とアントチアンおよびカロチノイ ド含量の相関をみた｡

tuner色度図において第 5図のように分布する 35品種について花色によりA群 (黄⇔鋼⇔

1(し9 

のものを使用 した｡

なお色差計の示す単位 Lとは明度を示すもので,白が 100,黒が 0で表わされ,数値が大きいほ

色差計による花弁色の測定には白色標準板 5b･ ･,03a-, ･3- 6)を用い,集光孔は直径 5mm

ど色が明るいことを示すものである｡また L ba,, は直角座標で,aは (+)側で数値の大きいほ

ど赤色の度合 いが大 き く,(-)側では緑色の度合いを示 し,また,bほ (+)側では黄色の度合

い, (-)側では青色の度合いを示すものである｡

8m2

0･b

アントチアンの抽出には 1% HCトMeOH を用い,波長 5 〟で,また カロチノイ ドは石油

ベンジン ( p5 βでその吸光度を測定 した｡そしてアントチアン008- )で抽出し,波長 0m44

1m8

2=

0m

i

5

はクリサンチミン相当量として,カロチノイ ドは Ecm% 500の吸光係数を用いて,それぞれの含

有量を算出した｡ 

Ⅲ 実 験 結 果 お よ び 考 案

生花弁の吸収スペクトルを分光光度計で測定 した結果,白色系では多少,花弁先に黄色味の残る

白色花にはカロチノイ ドの弱い吸収スペク トルが 4 p,4 /りこみられるのみで,その他の白

/J前後にカロチノイ ドの吸

(第 1図

0m5色花の可視部には吸収スペクトルはみられない｡また黄色花では 4

収スペク トルがみられ,その吸光度は濃黄色花弁よりも淡黄色花弁において小さくなる｡ 

∫05

参照)

赤色系グループには赤色からブロンズまでの花色が含まれるが赤色花では第 2図のように4 m/

2



3 

0m/∠前後にアントチアンの吸収スペクトルがみ られ,それらの吸光度

L C.で数個のスポットが検出された

水谷信雄 :キクの育種に関する研究 (第 1報) 

LJm065505504
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5前後にカロチノイ ドの, 5

は黄色花の場合と同様,花色の濃淡との間に正の相関がみられ,キクの花弁の赤色度合いはカロチ

ノイ ドとアンチアンの相対的割合によって決まるものと思われる｡
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/̀次に赤紫色系にはピンクから赤紫色の花色が含まれ,可視部長波長域の 5 附近にアントチ

アンの吸収スペクトルのみがみられ,その吸光度は黄色花,赤色花と同様の傾向を示 した｡ (第 3

図参照)

これ らの吸収スペクトルからキクの花色を構成する主要色素がカロチノイ ドとアントチアンであ

ることが推測されたが,そのアントチアンについてはシアニジンの全 く新 しい配糖体であり,カロ

チノイ ドは第 4図に示 した如 くクロロホルム,二硫化炭素などの溶媒により抽出された粗抽出液の
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.吸収スペクトルの結果およびシリカゲルの薄層を用いた T

結果から構造上,近似のものが数種含有されるものと思われる｡

次に供試品種のキク花弁を色差計で測色 した結果およびアントチアン,カロチノイ ド含量の定量

結果を第 1表に示 し,さらにこれ らの測色値を第 5図のように Hu 色度図上にとり,分布する
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(白⇔黄)の 3群を作

ったが,キクの場合その花色は連続的な変異を示 し草,良,赤,赤紫の広範囲にわたっている｡ 

5品種について花色によりA群 (黄⇔鋼⇔赤),B群 (自⇔桃⇔赤紫) C群 
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ガンマーの値を得た｡

次にこれらアントチアンおよびカロチノイ ド含量と色差計による a値,b値との問に相関関係が

あるかどうかをみた｡まずAおよびB群のアントチアン含量とa値との相関係数を求めたところ,

)(

第 2表の如 く各々, r=0 ,r=0 0でそれ らの間には,いずれも比較的高い相関関係が見 られ

たがA群におけるカロチノイ ドとa値との間には負の相関性があり,その値は小さかった｡またA

群のアントチアン含量とb値との問には比較的高い負の相関関係がみられたが,カロチノイ ド含量

とb値との間には低い正の相関関係がみられた｡ 
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これ らのことからA群における花色は,カロチノイ ド含量によってはあまり影響されないが,ア

ントチアンの含量によって影響されその量が増加するにつれ飼う赤色と花色が変化 していく｡C群

では,カロチノイ ド含量とb値との間に比較的高い相関がみられたが,このことは,カロチノイ ド

含量が増加すれば花色度合いが高まることを示 している｡ 

Ⅳ 摘 要

切花用車輪ギクを用い,その生花弁の吸収スペク トルを測定す るとともに花色を色差計で測色

し,さらに含有アントチアンおよびカロチノイ ドの定量分析を行なって下記のような結果を得た｡

1)生花弁の吸収スペク トルを測定することによってキクの花色を構成する主要色素がカロチノ

イ ドとアントチアンであることが明らかになった｡ 

2)黄色花はカロチノイ ドの多少によってその濃淡が表現される｡ 

3)花のピンクないし赤紫色はアントチアンによって,またブロンズないし赤色はカロチノイ ド

とアントチアンによって表現されている｡後者の場合,アントチアンに比 し,カロチノイ ドの含量

が増せばブロンズ色となり逆の場合には赤色となる｡だがアントチアンのピークにはブロンズ色花

と赤色花で多少そのピークの波長にずれがあり,これが何によるものかは明らかでないが,おそら

く,フラボノイ ドによる itnaongjpCo- me のためであろうと推測される｡
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